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１．はじめに 

電子情報理工学科電気電子コースではⅠからⅤまでの専門実験が用意されている。その中で

電気電子工学実験Ⅰは 2年後期から始まる最初の専門実験であり、基礎実験とも呼ばれている。

実験内容としては、電気電子の科目に関する基礎的な事柄について(1)基礎電気測定(2)電気回

路の基礎(3)電子材料とその物性(4)基礎電子デバイス(5)電子回路の基礎の 5つのテーマに関す

る 11 の実験を行っている。この実験のスタッフは 2 つのクラスに対してそれぞれ教員 3 名と

技術職員 1名、TA3名の体制で指導を行っている。技術職員としては、1クラスを野口、2クラ

スを尾池が担当している。実験室は特別実験棟 2階 201を使用して全ての実験を行っている。 

 

２．実験方法 

実験テキストは冊子で配布し、学生は原理や実験方法が細かく記されたテキストを読みなが

ら自主的に実験を進めていく。スタッフは巡回しながら必要に応じてアドバイスを行い、トラ

ブルや疑問点があった場合は適宜対応してゆく形をとっている。学生からの質問が多い事のひ

とつに機器の操作がある。初回に行うガイダンスでは、使用する機器についてひと通りの説明

を行うが、オシロスコープ等の電子機器はある程度原理がわかっていないと、操作できないの

は当然である。実験の目的のひとつとして、これらの機器の使い方を学習することもあるので、

実験の中で機器の動作原理や仕組みと合わせて使い方を教えている。また、基礎実験とはいえ

幅広い分野の実験テーマがあるためカリキュラム上、授業で習う前に行う実験もある。理想的

には授業で習った内容について実験を通して確認しながら理解を深めていくのが良いのだが、

実験の内容を後の授業で再確認するという事もある程度はやむを得ないと考える。 

レポートは実験を終了した 2 週間後を期限としており、回収やとりまとめは技術職員が担当

している。また、テキストの編纂や印刷等は野口が担当している。 

 

３．実験内容 

ここでは、個々の実験内容について簡潔に紹介する。 

（１）直流測定法 

  電気計測の基本を学ぶ実験で、その中でも直流に関するものを行う。測定誤差について計

測器の内部抵抗、配線に関する接触抵抗、測定対象物への影響が少ない測定方法の実験を行

う。 

（２）ブリッジ法によるインピーダンスの測定 

  交流に関する計測法のひとつで、受動部品のインダクタンスとキャパシタンスの測定につ

いてブリッジ法を用いて行う。 

（３）変成器特性 

  電磁機器のひとつであるトランスに関する諸特性を学ぶ実験であり、磁気飽和、電圧電流

比、インピーダンス整合といった内容について学ぶ実験を行う。 

（４）位相とベクトル 

  交流を扱う場合に必ず位相の概念を理解しておくことが必要となり、ベクトルを用いると

理解しやすくなる。基本的な受動素子である抵抗、インダクタンス、キャパシタンスの過渡



応答と電圧と電流の位相について学ぶ実験を行う。 

（５）整流回路 

  私たちの身の回りの電子機器は直流で動作するものが多く存在する。一方、その電源は交

流で供給されるので、必ず交流から直流に変換する整流回路が必要となる。ここでは、半波

整流回路、両波整流回路、倍電圧整流回路についての実験を行う。 

（６）磁性体の磁化と電磁現象 

  電気と磁気は密接な関係にあるので、磁性回路の磁気特性、いろいろな材料の磁化特性、

着磁と消磁についての実験を行う。 

（７）ホール効果と電気抵抗 

  半導体のキャリアである負電荷の電子と正電荷のホールを判別する方法のひとつとしてホ

ール効果がある。ここでは、ホール効果を学ぶための測定を行って半導体の抵抗や移動度な

どについて学ぶ。 

（８）半導体の光吸収と発光特性 

  近年、LED の普及は目覚ましいものがある。その基礎となる半導体と光の吸収、発光特性

の測定を通して分光や直接遷移、間接遷移といったことについて学ぶ。 

（９）ダイオード及びフォトダイオードの特性 

  半導体電子部品のひとつであるダイオードには機能に応じた種類があり、その中の整流ダ

イオード、定電圧ダイオード、発光ダイオード、フォトダイオードの特性を測定してその動

作を理解する。 

（１０）バイポーラトランジスタと FETの静特性 

  一般にトランジスタと呼ばれているバイポーラトランジスタと電界効果トランジスタ

（FET）について基本的な静特性を測定し、その構造による特性の違いを理解する。 

（１１）トランジスタ増幅回路 

  前実験で測定した静特性をもとに増幅率 20倍のセルフバイアス増幅回路を作製し、動作点 

 等の増幅回路に関する基本的な考え方と動作を学ぶ。 

 

３．まとめ 

 学生実験は、技術職員の業務の大きなウエイトを占めるものである。技術職員は既に専門的

な知識と経験を有しているので、学生への指導も多面的に分かりやすい説明ができるのではな

いかと思っている。基礎実験といっても技術の進化により基礎の具体的な考え方も変わるもの

もあるのではないかと考える。今後も担当教員と連携しながら技術職員の視点からも様々な提

案ができないか模索しながら、今後も積極的に関わっていきたい。 

  


